
鶴 見 川 流 域 セ ン タ ー
鶴見川の流域はバクの形
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ホームページ http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00490.html

    　＜お申し込み・お問い合わせは＞
　自然・治水・防災を楽しく学べる

　地域防災施設 鶴見川流域センター
　TEL:045-475-1998　FAX:045-475-1999
  email:waku2tsurumi@ktr.mlit.go.jp

（火曜休館10:00～17:00）

主催：地域防災施設　鶴見川流域センター、連携 鶴見川流域ネットワーキング　協力：デイリーヤマザキ横浜小机町店

持ち物

　鶴見川流域に住む人々を水害から守るとともに、市民の憩いの場や生きも
のの暮らす場所にもなっている鶴見川多目的遊水地。この遊水地の見学会と、
鶴見川でのお魚とりを開催します！ぜひこの機会に遊水地のしくみを知り、
鶴見川を体験してみませんか？

・ 熱がある

・下痢など体調不良

・手足にキズがある

など

こんな場合は川に入れません

2015年 9月 19日（土）9：45～12：45

鶴見川多目的遊水地見学会と
鶴見川の生きもの観察（魚編）

タオル、着替え、飲みもの、雨具など
服装は右の欄を御覧ください。
（ライフジャケット、タモ網、バケツは貸出します）

帽子

バケツ半ズボン

スパッツ
クツ

（指先が守れるもの）

軍手

ライフジャケット

タモ網

肌が出ないように
長そでかアンダー
ウェアー、スパッツ

参加者の服装

※サンダル、クロックスはぬげやすいので不可

※雨天（は 9月 26 日（土）に延期。延期の場合は連絡いたします。

当日連絡先
080-5405-9742

※イベント後に館内 1F コミュニティルームで昼食をおとりいただけます

3P
友の会

集合場所：地域防災施設鶴見川流域センター・1階コミュニティールーム
実施場所：鶴見川多目的遊水地（新横浜公園）と鶴見川（亀の甲橋下）
定　員：小学校１年生～・20 名と保護者（※小学生は保護者同伴）
参加費：300 円（保険代・資料代）
コ ー ス：鶴見川流域センター ～ 鶴見川多目的遊水地
　　　　　 　～亀の甲橋（鶴見川）



鶴見川多目的遊水地見学会と鶴見川の生きもの観察（魚編）
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申込者TEL

申込者FAX
申込者氏名 申込者住所

●参加者全員のお名前をご記入ください。※参加者がお子様の場合は年齢（または学年）も必ずご記入ください。

【昼　 食】イベント開催時は 1Fコミュニティルームを昼食の場所として開放します。

　　　　 お気軽にご利用ください。時間12:00～13:00

　　　　 （但し他の事業予定があるときは不可）

【センター来館】小学校 3 年生以下は、保護者同伴でご来場ください。

【飲み物】給水施設はありませんので、各自お飲み物をご持参いただくか、

　　　　 自動販売機をご利用ください。

※参加に伴う個人情報の取り扱いにつきましては、本企画の実施に限り使用させていただきます。
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　鶴見川流域では、市民・企業・行政が力を合わせて、水害のない安全で安心な、

いろいろな生きものがくらす素敵な水辺や街を作ろうと、「鶴見

川流域水マスタープラン（略称：水マス）」を進めています。流

域センターでは展示やイベントを通して、楽しく水マスをマスタ

ーすることができるんです。

【９月のテーマ】　水防災を考える月間

　昭和 33 年に戦後最大の被害をもたらした狩野川台風は 9 月に襲来しました。その

後、鶴見川はこの規模の台風に耐えられるように整備がされてきました。鶴見川流域は

総合治水や水マスタープランの推進のおかげで、近頃は大きな水害もなくなりました。

しかし、温暖化による影響で台風の規模がおおきくなってきています。いつ大きな被害

がでても不思議ではありません。家族そろって、防災について考えていきましょう。

地域防災施設鶴見川流域センターにようこそ 

センターのご利用について

鶴見川流域図

鶴見川流域 市境 区境

バクの流域水族館

　タッチ水槽には真っ赤なアメリカザリガニとクロベ

ンケイガニがハサミを広げて、みんなが来るのを待っ

ています。初めて見るカニたちとの対面におどろき、

後ずさりするお子様もいれば、はさまれずに上手につ

かむお子様もいます。生きものたちとのそんなミラク

ルな時間を過ごして

みませんか。

ＸＲＡＩＮ（エックスレイン・ＸバンドMPレーダー）

　流域センターの隣にそびえる鉄塔の

てっぺんに丸いドームがあるのをご存

じでしょうか。ドームの中には上空の

雨粒がどこにどれだけあるのか、リア

ルタイムで、より正確に計るレーダー

が入っているのです。国土交通省が河

川管理や水防活動のために設置したも

のですが、パソコンやスマホからだれ

でも見ることができます。ちょっとし

たお出かけでも傘をもっていこうかど

うか考える良い判断材料になります。

もちろん、大雨のときは雨の降り方を

チェックし、防災に活用してください。
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写真：水に浸かる家と車（1958 年狩野川台風　土田和男氏）

FAX: 045-475-1999　TEL:045-475-1998

お申込み

参加者
氏名

（水族館は市民団体のボランティアで運営されています）

早淵川

多摩川

恩田川 鶴見川

鶴見川

矢
上
川

宮前区

青葉区
相模原市

大和市
座間市

綾瀬市

瀬谷区 旭区

保土ヶ谷区
神奈川区

緑区

都筑区

港北区

鶴 見 川 流 域 セ ン タ ー （火曜休館10:00～17:00）　〒222-0036 横浜市港北区小机町2081 

email:waku2tsurumi@ktr.mlit.go.jp　ホームページ http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00490.html

自然・治水・防災を楽しく学べる

地域防災施設 鶴見川流域センター


